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日本応用心理学会第 88 回大会 シンポジウム

伝統工芸の持続可能な未来へのチャレンジ
デザイン心理学とキャリア心理学の視点から

日 時：2022年 9月 17日（土） 10：20～11：40
場 所：京都工芸繊維大学 60周年記念館 1階ホール
企 画：日本応用心理学会第 88回大会委員会
司 会：成田智恵子（京都産業大学）
話題提供：下出祐太郎（京都産業大学，下出蒔絵司所）

西村眞仁（車塚工芸）
西川博之（箔押西川）
吉岡尚美（下出蒔絵司所）
小西 歩（雁瀬仏壇仏具製作所）
西村純一（車塚工芸）

《企画趣旨》

本シンポジウムでは六名の現役の伝統工芸士をお
招きして，伝統工芸の今についてお話しいただきま
す。日本の伝統文化や伝統的なものに対する社会的
受容，職人の技能継承の在り方や働き方，つかい手と
つくり手の両者の視点を交えた手仕事の在り方など
の議題をデザイン心理学とキャリア心理学の視点か
ら紐解き，伝統工芸の持続可能な未来へのチャレン
ジについて議論します。京都で開催する応用心理学
会のシンポジウムとして，京都の職人の世界を心理
学関係者の方々と共有し，多様なご意見をいただき
たいと考え，本内容を企画しています。

司会：それでは大会シンポジウム「伝統工芸の持
続可能な未来へのチャレンジ デザイン心理学と
キャリア心理学の視点から」を始めます。今回は京都
で開催される応用心理学会ということで，京都らし
いテーマを立ち上げさせていただきました。本シン
ポジウムの趣旨は京都の職人の世界を心理学関係者
の方々と共有することにあります。「日本の伝統的な
文化や技能継承の在り方，働き方とは？」「今求めら
れる伝統的なものとは？」などのいろいろな議題を
挙げておりますが，工芸のみならず，様々な仕事の場
において，それぞれに特有の働き方，求められ方があ
ると思います。先にお話ししますと，伝統工芸の歴史
や工芸品という物自体を対象とした研究は少なから
ず進められております。また，デザイン心理学の領域
から様々な物に対するユーザー目線のアプローチも
積極的に進められています。その一方で，つくり手を
対象とした研究は非常に少ない状態です。その点を
踏まえまして，今回のシンポジウムを通して，つくり
手にもっと着目していただきたいという思いがあり
ます。そして，持続可能な未来へのチャレンジとあり
ますが，伝統工芸の場合は文化としてのある一定の
評価はされながらも，経済的な部分においては決し
て適切な評価がなされていない現状があります。や
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はりつくり手もつかい手も幸せになるものづくりの
在り方でなければ，持続していくことは非常に困難
です。また，国の文化として未来に繋いでいくことも
困難となります。そういった部分を何とか改善でき
るように，この機会を皮切りに心理学をご専門とさ
れている皆さま方にご意見をいただきたい，さらに
はこういった領域に関心を持って一緒に研究をして
いただける人を募集しているということを先にお伝
えさせていただきます。前置きが長くなりましたが，
今回は六名の伝統工芸士それぞれのお話を伺いなが
ら，伝統工芸の持続可能な未来へのチャレンジにつ
いて一緒に考えていただければと思います。次に，登
壇者の紹介になります。後ほどそれぞれの方からお
話をいただきますので，まずはお名前とお仕事につ
いて先にご紹介させていただきます。京都産業大学
の教授で蒔絵師の下出祐太郎さん，下出さんのお弟
子さんである吉岡尚美さん，彫金の西村眞仁さん，西
村さんのご子息であり，お弟子さんでもある西村純
一さん，箔押の西川博之さん，木地師の小西歩さんの
六名，全部で四つの工芸の職人さんをお招きしてお
ります。今回の職人さん方は全員，普段は京仏壇・京
仏具の製造に携わっていらっしゃいます。今回はオ
ンラインにも対応した学会ということで，それぞれ
の普段のお仕事の様子を予め動画で撮影させていた
だきました。大会用ホームページと Slackにも動画
をアップロードしておりますので，もしご興味があ
りましたら，そちらもご覧いただければと思います。
本シンポジウムは，予め撮影した動画の一部を抜粋
しながら進めていきます。それではまず蒔絵師の下
出祐太郎さんに京仏壇・京仏具についてご説明いた
だいている動画を見ていただきます。
【動画：京仏壇・京仏具（解説：下出祐太郎氏）】

ご覧いただいておりますのが京仏壇の金仏壇と言

われるものです。主に仏壇には金仏壇と唐木仏壇と
いうものがあるわけですけれども，いわゆる漆塗を
施し，金箔などで荘厳されたものが塗仏壇，金仏壇と
言われます。京仏壇というのは金仏壇のことです。そ
して，紫檀・黒檀などを使った，木地を見せているお
仏壇が唐木仏壇と言われます。例えば，うちにありま
すのは浄土真宗大谷派のお仏壇です。少し特殊なか
たちをしておりますけれども，金仏壇の典型であり
まして，お内陣の中には金箔があります。つまり，金
箔で荘厳されていて，さらに蒔絵，宮殿，屋根，折り
上げ天井，格天井，欄間彫刻，燈籠もあります。また，
三具足とも言われる蝋燭台，花立，香炉が金属で設え
られております。そして，全体から高欄などの細部に
渡るまでが木地師の仕事であり，その上には漆が塗
られています。漆が鏡のように光っていますが，こち
らは蝋色という漆塗面を手で磨く職人の技です。京
都府仏具協同組合は分業制であり，職種としては木
地，木彫，仏像彫刻，漆塗，金箔押，蒔絵，金物，錺
金物という八つの大きな工程の職人さんたちがい
らっしゃいます。その総合芸術と言いますか，総合工
芸として存在するのが京仏壇です。京仏壇はそれぞ
れの職人たちが特殊な技能を発揮して，総合工芸と
して存在しているということになります。
司会：今のご説明にありましたように，総合工芸
としての仏壇，伝統的な京仏壇をつくるためには分
業制がとられています。本日お越しいただいており
ますのは，分業制の中の木地，箔押，蒔絵，錺金具の
四工程の職人さんです。仏壇も時代によって意匠が
変化しておりますので，伝統的なものから，例えば家
具調に近いものや簡素化されたものまで様々です。
伝統的な仏壇は仏教のモチーフに基づくものが一般
的ですが，近年は仏教のモチーフとは少し異なるデ
ザインのものも出てきています。つまり，伝統的なも
のも時代に合わせて変化しているわけですが，今回
は持続可能な未来へのチャレンジということで伝統
における変化についてもお話を伺えればと考えてお
ります。今から六名それぞれにお話を伺って参りま
す。最初に蒔絵師の下出祐太郎さんとお弟子さんの
吉岡尚美さんからお話を伺います。まずは下出祐太
郎さんに蒔絵師の仕事の概要についてお伺いしたい
と思います。
下出氏：みなさん，こんにちは。ただいまご紹介い
ただきました蒔絵師の下出祐太郎でございます。ど
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うぞよろしくお願いいたします。私が所属しており
ますのは，京都府仏具協同組合でありまして，今ご紹
介いただきました仏具の荘厳の為に蒔絵を施す仕事
をしております。蒔絵は筆に漆を付けて模様を描い
て，その上に金粉や銀粉などを蒔き付けて触っても
大丈夫なようにする技術です。奈良時代の発祥と伝
わっているわけですけれども，京都では千二百年間
の伝統技術をもって今に伝わっています。その蒔絵
の技術をもって，お仏壇の引き違い戸や猫戸，引き出
しなどに蒔絵を施させていただいております。根本
的には漆で絵を描いて，漆を絵の具兼接着剤としま
して，金の粉末を蒔きます。今に伝わっている金粉だ
けでも約八十種類あります。その他に銀の粉，プラチ
ナの粉などの粉がありまして，粗さと形状によって
何百という種類の粉を使い分けます。粉によって施
される技術も違うわけですけれども，京都府仏具協
同組合に所属している蒔絵師の皆さんは，ほぼどの
技術も網羅されて展開しているということになりま
す。
司会：蒔絵師のお仕事の概要についてご説明いた
だきましたが，京都の伝統工芸の産業全体としての
現状についてお話しいただけますでしょうか。
下出氏：天然素材と道具と手を使い，手仕事で拵
えていくのが伝統的な工芸です。元々生活必需品を
ずっとつくってきた経緯がありまして，産業として
発達してきたという産業的な位置付けもあります。
産業革命以降，工業生産に変わり，そして合成繊維や
合成塗料など，天然素材から少しずつ材料も変わっ
てきた経緯の中で，私たちの手仕事というものが工
業製品に変わっていっているということにおいて，
伝統工芸は減衰の一途を辿っているということにな
ります。産業的な意味合いと，そしてどこまで言及し
て良いのか分かりませんが，信仰の問題があります。
仏具関係はまだ残っていますけれども，段々と衰退
してきているというのが現状です。工芸全体で言い
ますと，手づくりのノウハウであるとか，ものづくり
の根幹については残していかなければならないだろ
うということで昭和四十九年に『伝統的工芸品産業
の振興に関する法律』ができまして，伝統工芸士が認
定され，産地指定がされているわけですけれども，一
向に歯止めがかかりません。仏具関係で申しますと，
やはり信仰の問題であるとか，この頃は家庭仏壇が
スーパーでも売りに出されているというような現状

がありまして，伝統的な手仕事である私たちの仕事
は減衰の一途を辿っているというのが今の状況で
す。
司会：確かに仏壇が仏壇屋以外でも売られている
のを目にします。今のお話に減衰という言葉もあり
ましたが，一般的なニュースを見ていますと「職人が
いない」「後継者不足」ということがよく聞かれます。
実情に関してはいかがでしょうか。
下出氏：後継者不足ということはよく聞かれるの
ですけれども，例えば京都の園部町にあります伝統
工芸専門学校などで学ぶ学生は結構いらっしゃいま
す。減っておりませんし，職人を志す人はいます。後
継者不足というよりは需要がないので，産業的には
維持ができていないというのが現状であります。そ
れと，やはり今の経済社会の中での雇用という問題
があるのではないかと考えております。例えば私が
一日でできる仕事でも，新たに入ってきたお弟子さ
んですと一週間かけても非常に難しいと考えられま
す。これを最低賃金で割っていきますと，私たちの仕
事よりもお弟子さんの賃金がものすごく高くなると
いう現状がありまして，そういった意味合いにおい
ては雇用ができないという問題もあります。工芸の
仕事をしたい人はたくさんいるのに，雇用として抱
えきれないという問題もありますし，一定の技能を
獲得していただくまでには時間もお金もかかりま
す。教育にはお金を払う人がいらっしゃるわけです
けれども，仕事と名前が付くと賃金がほしいという
ことになって雇えないという社会的な状況がありま
す。いわゆるテレビなどで報道されるような後継者
がいないという問題は，単に志す人がいないという
問題とは全然違うのではないかなという認識を持っ
ています。
司会：工芸にいくら興味を持っていても働き口が
なければ実際にはできないという問題を抱えてい
らっしゃる方もいる中で，そういったお話を伺えて
非常に良かったと思います。続きまして，下出さんの
お弟子さんである吉岡さんの動画を見ていただきま
す。
【動画：京蒔絵（出演：吉岡尚美氏）】
［技能習得］最初は工房にたくさんある下絵を見せ
ていただいて，それをもとに物をつくっていくこと
が多かったので，自分の色を出した作品というのを
つくることはあまりなくて。でも，そのおかげで下地
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というか，基本的な技術をどんどん年数が経つごと
に学べたという感じだと思います。段々年数が経っ
ていくと下絵とかを自分で描かせていただくことが
増えてくるので，工房の作品として出してもおかし
くないようなものと，ちょっと自分のニュアンスと
いうか，色を入れたものをつくらせていただくこと
が増えてきたかなと思います。
［技能と受容］仏壇・仏具は素晴らしいものが多
く，私が工房に入った時にも仏壇の猫戸の蒔絵とか
をさせていただいたのですけれども，最近はそうい
うものが段々少なくなってきています。技術を学ん
でいる身としたら，どこまでも手が込められて材料
もふんだんに使えれば良いものができるので，そう
いうものをつくりたいです。でも，必ずしもそういう
ものが一般の方に求められるわけではないので，相
手のお話を聞いてどういうものが求められているの
かを汲み取ることができれば良いと思います。普段
は塗物などに仕事をすることが多いのですが，新し
いものが必ずしも塗物であるとは限りません。それ
に対して，最初からできませんという感じではなく
て，試行錯誤して，どうすれば漆塗以外にも絵が描け
るのかということを考えて仕事をするようにしてい
ます。

司会：今の内容を踏まえまして，つくり手の視点
において今後蒔絵に求められるもの，あるいは伝統
工芸に求められるデザインについてのお考えを教え
てください。
吉岡氏：難しいのですけれども，人の好みは人そ
れぞれ違うので，ある程度求められているものを理
解して，自分の中で絵にするということを意識する
ようにしていますね。
司会：人がほしいものを自分の中で噛み砕いて，
応えられるようにしていくということですね。ご自

分でデザインして，ということではないのですか。
吉岡氏：自分の作品をつくるのであれば，それで
良いと思いますが，私が働いている工房ではそうい
うものが求められているわけではないので，お客様
の好みに合わせたものをつくれるように努力をして
います。
司会：引き続きキャリアの視点から質問させてい
ただきますけれども，ちなみに何年ぐらい蒔絵のお
仕事をされているのでしょうか。
吉岡氏：専門学校で二年学ばせていただいて，そ
の後に工房に入ってからは十三年目になります。
司会：計十五年蒔絵をされているということです
が，職人さんの経歴で言いますと，中堅でしょうか。
それともまだひよっこということでしょうか。
吉岡氏：一般的には中堅みたいな感じで言われる
のですけれども，自分としてはまだひよっこです。
司会：六十歳，六十五歳で引退というお仕事では
ないということは存じておりますが，キャリアの長
い方で何歳ぐらいの方がいらっしゃいますか。
吉岡氏：七十代，八十代の方もいらっしゃると思
います。
司会：非常に息の長いお仕事ですね。それでは十
五年学ばれた吉岡さんの職人としての今後のキャリ
アについてお話しいただけますでしょうか。
吉岡氏：十五年経つのですけども，まだまだ学ぶ
べきことがあるので，今のところは工房の中で下出
先生に教えを受けながら，今後のキャリアについて
考えていきたいと思っています。デザイン的にも技
術的にも，下出先生はいろいろなところで教えられ
ています。そういうことは，私は学べないのですけれ
ども，ひとりで仕事していくとなると，物をつくって
いるだけではなくて，自分で仕事を取ってくること
が必要なので，営業力も学んでいけるようにしたい
と思っています。
司会：少し意味は違うかもしれませんけれども，
多能工という言葉が聞かれるようになりまして，職
人としてのつくるという仕事に重点を置く従来の在
り方ではなくて，仕事を取ってくるような在り方も
職人さんに今求められるようになってきているとい
うことですね。お弟子さんのお話を踏まえて，師匠で
ある下出さんにお伺いしたいと思います。本シンポ
ジウムのタイトルにもなっておりますが，伝統工芸
の持続可能な未来へのチャレンジとして今行ってい
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ること，あるいは今後行っていきたいことについて
お伺いしたいと思います。
下出氏：先程少しお話もさせていただきましたけ

れども，蒔絵だけでも京都においては千二百年以上
続いてきた伝統的な工芸，即ち天然材料を使って，道
具を使って，手仕事でものづくりをしていく。こう
いったものの汎用性を考えた時に，ほとんどのもの
が工業生産に変わっていく中で原点があるから，い
ろいろな広がりを持ったのではないかと考えており
ます。例えば，木の器があったからこそ，プラスチッ
クでの成形が可能になったり，漆があったからこそ，
様々な合成塗料ができたり，吹き付け技術に転用さ
れていく。そう考えますと天然素材を使っていく技
術というのは失ってしまうともう元には戻らないの
ではないかと考えています。天然材料から人間の手
仕事の知恵，その汎用性として無限に広がっていく
ことを考えますと，日本が技術大国であったという
ことは，なかなか含蓄に富んでいることではないか
なというふうに思っています。元々産業的には生活
の必需品をつくっていたと考えますと，それが工業
製品に変わっていく。では，この天然材料を手仕事で
していく意味を展開できる知恵を，現代の生活の中
に何か持ち込めないかなということにおいて，非常
に大事なものと考えてますので，様々なチャレンジ
をしています。そのひとつとして，ガラスに蒔絵を施
したり，その延長にワイングラスであるとか，様々な
ものに蒔絵を展開したり，最近ではアクセサリー類
の真珠に施したり，珊瑚に施したり，様々な付加価値
が付くようなもので，技術が継承させていただける
ようなことを考えています。
司会：工業製品とのタイアップと言いますか，コ
ラボレーションというかたちの取り組みとして，時
計という非常にメカニックなものに蒔絵をするとい
う試みをされていらっしゃいますが，この点に関し
て一言いただけますでしょうか。
下出氏：伝統工芸品というのは，やはり年月が

経って愛着が出てきて付加価値が高まっていくとこ
ろもあるのですけれども，工業デザイナーの方とお
話ししておりますと，工業製品はつくった時が最高
であって，徐々に価値が下がっていくというお話を
よく聞きます。その中で私の考えと企業の考え方と
が偶々マッチングしたわけですけれども，手仕事を
工業製品化することにおいて，限定販売で付加価値

を付けながらできないかということで，時計に私が
直接プラチナの粉を蒔かせていただきました。工業
製品はばらつきがあってはいけないのですけれど
も，豊かなばらつきを与えることによって，同じもの
が二つとしてない中で，限定販売が可能になるので
はないかという考えがマッチングしまして，今回の
取り組みにこぎつけました。
司会：非常に新しい取り組みで持続的な未来に向
かってということになりますね。ありがとうござい
ます。次に彫金師の西村眞仁さんと純一さんからお
話を伺いたいと思います。まずは眞仁さんに彫金師
のお仕事についてお伺いします。
西村眞仁氏：錺金具というのはあらゆるところに
付いていまして，お神輿，だんじり，山車，お寺の内
陣にも嫌というほど付いていますが，一般の方の目
には意外と付いていないのです。銅板に鏨で浮き沈
みを付けたり，筋彫りをしたりするのが僕ら彫金師
という仕事です。鏨を操りながら，いろんな模様を手
で描きながら，それを彫金で表現をしていく。最後に
粒々の魚々子というのを蒔きながら，表現するとい
うのが僕らの仕事です。
司会：金属に装飾をする，寺社仏閣にある錺金具
を思い浮かべていただけると，まさにそれというこ
とになります。それでは錺金具の動画と西村眞仁さ
んのキャリアに関する動画を見ていただきます。
【動画：彫金師（出演：西村眞仁氏・純一氏）】
［修行と独立：西村眞仁氏］十五歳から修行に入っ
て三十年勤務して，それから独立して今二十五年目
ですかね。計五十五年です。偶々僕が住んでいたとこ
ろに大将の工房があって，中学生の頃にちょこちょ
こ遊びに行っていて，「お前，どこに行くねん」「どこ
も行かへん」「そうしたら，うちで仕事せんか？」とい
うのが最初の出会いです。中学を卒業したあくる日
からもう修行に入っていますね。その頃は内弟子の
住み込みで十五年間。所帯を持って外弟子で通いで
十五年間。三十年して，「もうそろそろ独立させても
らえますか」ということで。
［技能習得：西村眞仁氏］うちの仕事はほとんど教
科書がないのです。全部見習い，手習いでやることに
なるので，変に伝わればそのまま間違ったまま伝わ
るようなものです。十五年内弟子でいると親方とは
寝るまで一緒ですから，その間親方は弟子に隠さず
に仕事をせなあかんのやね。通いだったら，夕方から
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夜は親方の時間があって，内緒で仕事ができるので
すけれど，僕らみたいに内弟子で入ると全部暴露さ
れる。最後の大事な仕事というのは，親方は大概夜中
にやるんでね。それが朝になったらできていたとい
う状態で。うちの大将はそれを隠さずに全部見せて
いましたので，それでデザインやらもいろいろと教
えてもらいながら，自分で起こしてやると，大将が
「ここはちょっとおかしいんちゃうか」とか，いろん
なアドバイスを受けながら十五年間修行してきて，
大体基礎ができたかなと。
［継承：西村眞仁氏］僕らは息子がやらへんかった
ら，道具が全部消えるんですよ。何を思ったか，息子
が「親父，仕事を教えてくれ」「これを継承したい」
「せっかく親父がつくった道具やし」と。職人の悲し
いのは跡継ぎがいない時。だから，継承って難しいな
と。
［継承：西村純一氏］前職の居酒屋の方がもしかし
て良いかもしれないですけれども，僕が苦労せずに
道具があるのは。恵まれた環境ではありますね。

司会：先に眞仁さんにお伺いします。いわゆる徒
弟制度の中でキャリアを形成してこられたという経
緯を動画で拝見しましたけれども，そのご経験を踏
まえまして，徒弟制度によって継承できるものにつ
いてお話をいただけますでしょうか。
西村眞仁氏：道具の継承というのはあまりないで
す。親方の道具を譲り受けてやるというのではなく，
自分で全部つくります。ただ，デザインとかは見て習
う。盗んで習う。横取りみたいなものですね。それは
親方から譲り受けられるものだと思います。道具に
関しては，全部自分が独立してからつくるものです
から，親方からもらった道具というのは一切ありま
せん。
司会：現在，住み込みの働き方は減ってきていま

すが，住み込みの経験について良かったと思う点と
悪かったと思う点についてお話しください。
西村眞仁氏：内弟子で入った十五年間の住み込み
というのは，僕らにしたらものすごく天国です。皆さ
ん「苦しい」と言うのですけれども，内弟子の十五年
間の方が楽しかったです。いろんな話をしながら，い
ろんなことを聞きながら，仕事をしながら，冗談も言
いながら，夜遅くに餃子を食いに行って，また帰って
きて仕事というような時代でした。それはやっぱり
内弟子の良いところだと思うのです。ただ，家族が大
変だと思います。親方にも奥さんや子どもさんがお
られるし，そこに子どもがひとり増えるわけですか
ら，大変苦労をかけたと思います。親方もしんどいけ
ど，弟子としてもなかなかしんどいとこはあります。
だけど，それが住み込み制度の良いとこでもあるし。
これからはちょっともう難しいかなと思います。
司会：それによって良い意味でも悪い意味でも伝
えられるものが大きく変わってくるとは思います。
それでは次に純一さんにお伺いしますが，何故前職
のお仕事を辞めて家業を継がれたのでしょうか。
西村純一氏：元々本当に家業を継ぐ気がなくて，
僕が小さい頃に父が独立して家で苦労しているのを
ずっと見てきて，それを夜泣きながら手伝っていた
経験があったので，仕事をしたくなかったというの
が本音です。僕が居酒屋に勤めて仕事をするように
なってから，父が仕事をしてる姿が結構格好良く見
えたというか。それで，父がちょっと体調を崩した時
に「この育ててきた道具はどうなんのやろう」と夜に
考えた時に「やっぱり継ぎたいな」と思いましたね。
司会：実際に継いでみて，いかがでしたでしょう
か。
西村純一氏：思っているより大変でした。小さい
頃に見ていた父は結構元気に疲れも見せずに働いて
いましたけど，自分が仕事に入ってみると職人って
過酷なんやなということを痛感させられました。道
具も放っておくと本当に使えなくなるので，維持を
するというのが大変やなって。本当に大変だなとつ
くづく思うことばかりですね。
司会：お二人は親子間の継承ということになりま
すが，家族から家族というある種の難しさと，他の方
よりも容易なところもあるかと思います。その辺り
はいかがでしょうか。
西村純一氏：実家にずっと住み込みで，寝ても起
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きても父親と一緒にいるのですけれども，父親が師
匠になるので，どっちに接して良いのか分からない
という難しさがあります。夜ご飯を食べながらでも，
仕事の話をする時は師匠ですので，もうずっと師匠
の感覚で接しているような気がします。
司会：プライベートとの分け方が非常に難しいと
いうことですね。引き続き質問をさせていただきま
すが，伝統工芸の持続的な未来へのチャレンジとし
て今されていること，あるいは今後したいことにつ
いてお答えいただけますでしょうか。
西村純一氏：先程の蒔絵の下出先生が仰っていた
ように，僕らは京都の仏壇・仏具を仕事とする職業
なのですけれども，未来にはこういう需要もなく
なってくるのかもしれないので，新しいところを目
指して，一般の方に知っていただく機会を増やそう
と思っています。若手の職人，商人などが集まって
ワークショップなどで一般の方に触れていただく機
会を増やそうと今頑張ってます。あとはアクセサ
リーなどへの彫金も少し勉強しています。
司会：今回は応用心理学会ということで，普段の
お仕事とは全く違う舞台になると思いますが，そう
いった方々にお伝えしたいことはありますか。
西村純一氏：父も言っていたのですが，彫金，錺金

具というのは，皆さんも絶対に一度は見ているので
すけれども，頭に浮かんでこないと思いますので，お
寺や神社に行ってみたら，気にしたら絶対にあるも
のなので，是非見てほしいと思います。
司会：日本の伝統的な文化で，自然なもの過ぎて
気付かれないこともありますので，寺社仏閣に行っ
た際にはよく見ていただければと思います。西村さ
んがつくられたものも多数あると思います。最後に
眞仁さんにご質問させていただきます。純一さんに
今後受け継いでほしいものについてお話しいただけ
ますでしょうか。
西村眞仁氏：親から子どもにはなかなかもので伝
えられないのですよね。教科書もありませんし。デザ
インとかそういうものは息子に全部「こうしなさい」
「ああしなさい」とは教えていません。息子が自分で
描いた絵を「親父，これどうやろう」「ちょっとここお
かしいな」というのは，親方から習った通り，子ども
に教えています。デザインというは自分で起こして
いくものですから，親方が子どもに教える必要もな
いと思いますので，盗み聞き，技は盗めということで

教えてます。ただ，鏨のつくり方とかは一応実演で教
えていって，子どもが何十個もつくって，失敗して，
折れて曲がって，それを経験として自分の道具をつ
くっていく。それは今後自分でやっていってほしい
し，親の鏨もそんなに寿命があるようでないので，自
分の道具は自分でこれからつくってほしいなと思い
ます。
司会：親子間継承は従来の日本の工芸ですと多い
スタイルでしたが，最近は少なくなってきました。貴
重なお話をありがとうございます。続いては，箔押師
の西川さんからお話を伺います。まず箔押師のお仕
事について教えていただけますでしょうか。
西川氏：京都では箔押と言いましても，業態に
よってしっかりとした棲み分けのようなことがなさ
れています。私は主に仏具に金箔を押しております。
金箔を押す接着剤には主に漆を使っております。皆
さんがお寺を参拝されて，お堂の中を見回していた
だいた時に，金色をしているものの多くが金箔を押
したものであると思います。それらのものに金箔を
押すのが私の仕事です。
司会：箔は貼るのではなく，押すということなの
ですね。これは一般的な言い方なのでしょうか。
西川氏：例えば名古屋でしたら，箔は置くと言い
ます。他にも箔を貼るというのもありまして，どれが
正解なのかは分かりませんが，少なくとも京都では
箔は押すものという認識です。
司会：京都の箔押というお言葉もありましたの
で，関連する動画を見ていただきます。
【動画：箔押師（出演：西川博之氏）】
［箔押］漆の乾き方によって，金箔の色が非常に変
わってきます。比較的漆を残してという方法にする
と，重い金箔になります。比較的漆を拭き気味にし
て，乾き気味になるとピタッとした金箔の色になり
ます。全く同じ金箔を使っていても，漆の調子や状態
によって，金箔の艶とか質感というのは大きく変
わってくるのですよね。
［京都の箔押］京都は「落ち着いた箔にせえ」と言
われるのです。口では金箔の艶とか色を説明しづら
いのですよね。京都はあまり光っている金箔という
のは，あまり良くないという考え方がありますので，
できるだけ光らないように漆を調整していくという
技術が必要になります。
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司会：先程の蒔絵に関しても同様ですが，漆を使
うお仕事の場合，漆が植物の樹液ですので，その品質
や湿度，温度などの環境に左右されます。その管理自
体も大変だとは思うのですけれども，漆の扱いが箔
押の色に影響していくということなのですね。箔押
について，職人の観点から知ってほしいこと，見てほ
しいことはありますでしょうか。
西川氏：手作業の商品というのは，つくり手の技
術や想いによって仕上がりが全く違うものになると
いうことは是非知っていただきたいと思います。例
えば金箔でしたら，伝統的な技法にこだわり，材料に
こだわり，細部にまでこだわってつくり上げた商品
と，本当に色を付けるだけの金箔の商品もあります。
全くの別物であるということを是非知っていただき
たいと思います。
司会：色や見えという非常に難しい部分だとは思
いますが，京都において落ち着いた箔が好まれるこ
とに対する西川さんの見解はいかがでしょうか。
西川氏：これは完全に私の私見ですが，付加価値
を付けるための，差別化の戦略として機能している
のかなと思っております。落ち着いた箔というのは，
金箔の接着剤である漆をコントロールすることに
よって金箔の艶を落とすということになります。そ
れは，実は我々箔押師の技術だけではなくて，その前
工程である漆塗の工程，蝋色の工程，あとは金箔自体
の艶の選別などが全て揃ってはじめて京都らしい落
ち着いた金箔が表現できるということなのですね。
そういう表現ができるのは京都だけであるというこ
とで，結果として差別化戦略として機能しているの
かなと思っています。あとは京都としてのイメージ
的なものですね。例えば，「はんなり」とか「厳か」と
かのイメージとこういう落ち着いた箔というのは，
やはり相性が良いのかなと。そういう意味で，京都で

は落ち着いた箔が好まれるということになります。
司会：落ち着いた箔という表現が非常に難しく，
デザイン性という意味でも非常に難しいところです
ね。オンラインの方には見えませんのですみません
が，こちらにサンプルを用意しております。京都以外
の箔の押し方ですとキラキラしていますので，一般
の金箔のイメージに近いものになると思います。一
方で，京都の重押は光の反射や色合いが異なりまし
て，京都においては重押が好まれるということです
ね。それでは，職人としての今後のキャリアについて
教えていただけますでしょうか。
西川氏：私の工房では仏および仏の台座に金箔を
押すこともあるのですが，仏の標準的なサイズは大
体三十センチから六十センチぐらいが多いです。丈
六仏と言うのですが，一丈六尺，今の大きさで言いま
すと，五メートル近くの仏があります。もちろんその
ような巨大な仏像というのは，そうそうつくられる
ものではないのですけれども，それでも京都では五
年から十年に一度ぐらいはつくられていて，金箔も
押されています。私はまだ丈六仏に金箔を押したこ
とはないのですけども，その丈六仏に金箔を押すと
いうのが，今の私の大きな目標のひとつです。大きな
仕事，象徴的な仕事に向かって努力したり，実際にす
るということはキャリアアップに繋がるでしょう
し，今はその丈六仏に向かって頑張っているところ
です。
司会：持続可能な未来のチャレンジとも少し重複
する部分があるということですね。
西川氏：そうですね。私の中のチャレンジという
のは，弟子を育てることです。仕事に関すること，雇
用に関する社会の意識の変化ですね。例えば，すぐに
ブラック何とかと言われることもある社会でもあり
ますので，そういう中で，この業界というのは未だに
徒弟制度を引きずっているような業界です。その業
界で弟子を雇うとか，弟子を育てていって，技術を継
承していくのは非常に難しい問題です。今，私の工房
では弟子が一人頑張ってくれているのですが，最終
的には弟子の独立というのが私の中では継続中の
チャレンジです。
司会：ご自身のキャリアアップももちろんですけ
れども，持続可能なものということで，お弟子さんを
育てて，未来に繋いでいくということですね。ありが
とうございます。それでは最後に，木地師である小西
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さんにお話を伺いたいと思います。まずは木地師の
お仕事について教えてください。
小西氏：私は木地師と言いましても，仏具木地師

ということで，主に寺院用の仏具，お寺で使われる道
具をつくっています。
司会：お寺で使われる道具には，具体的にはどの
ようなものがあるのでしょうか。
小西氏：皆さんお分かりになるかどうか分かりま
せんが，須弥壇ですとか，仏さまが納められるお厨
子，天井から吊り下げられている天蓋，幢幡などで
す。金箔が押されていたり，漆が塗られたりしている
ので，なかなか分かりにくいのですけれども，お堂の
中にある道具には木製のものがたくさんありまし
て，そういったものをつくっております。
司会：お寺にある多様な道具をつくられていると
いうことなのでしょうか。
小西氏：そうですね。私のいる工房では何々専門
というのはありません。むしろ一点ものをつくって
いますので，お寺やご住職のご要望に合わせていろ
んなものをつくっています。
司会：受注生産の一点ものということですね。そ
れでは小西さんが木地師のお仕事に就かれた経緯
と，お仕事に関する魅力についてお話しいただいて
いる動画を見ていただきます。
【動画：木地師（出演：小西歩氏）】
［木工芸との出会い］そもそもは会社勤めをしてい
まして，どちらかと言うと，時間に追われて仕事をし
ていました。それはそれでやりがいがあったのです
けれども，何も残らないなということがありまして，
その時に何かかたちとして残るものをつくることに
ちょっと魅力を感じました。京都の伝統工芸の専門
学校に入ったのがきっかけで，ものづくりに携わる
ことになったのですが，最初はどうしても木工芸を
やりたかったということではなく，伝統工芸のいろ
いろなコースがある中で，木の魅力と，学校に京指物
の先生がおられましたので，木の美しさをかたちに
するのに惹かれました。
［魅力とやりがい］日々変化があるということです
かね。繰り返しであるのですけれども，毎日変わって
いく。自分が手をひとつ動かしたら，かたちが一段階
進むみたいなところが魅力ですね。あとは仕事に
入って少しした頃に，「ここでつくっているものは，
お寺に収まったら五十年，百年ずっと使ってもらえ

るものなんやで」と言ってくださる方がいらっ
しゃって，「ああそうか」と改めて感じて，五十年先，
百年先の人に見てもらって恥ずかしくないと言うと
変ですが，自分も残るものをつくれるやりがいみた
いなものがすごく感じられました。大変なことは多
いのですけれども，できないことも最初は多いです
し，苦労は多かったのですけれども，その先にあるや
りがいみたいなものが大きかったです。

司会：元々は違うお仕事をされていたとのことで
すが，前職は何をされていたのでしょうか。
小西氏：学校を出てすぐとは違うのですけれど
も，転職した後はコンベンション・コーディネー
ターということで，今日も学会が開催されています
けれども，こういった学会やシンポジウムのお世話
をする，準備をする仕事をしておりました。
司会：今日は登壇者で来られたということです
ね。
小西氏：そうですね。初めての経験です。
司会：偶然のキャリアの繋がりだとは思います
が，それでは実際に手仕事に就かれてみて，いかがで
したでしょうか。
小西氏：専門学校に行って，いろいろと教わって
つくるわけですけれども，最終的には卒業作品展に
向けて自分の作品をつくります。先程吉岡さんも
仰っていましたけれども，職人と作家の違いという
のがありまして，やはり職人である以上は注文され
る方の意向をいかに汲み取って，それをかたちにし
ていく。それが職人かなと思いますので，その難しさ
は日々未だに感じております。
司会：作家さんの場合はそういったお仕事形態で
はないということでしょうか。
小西氏：もちろん作家であっても職人であって
も，裏打ちされる技術は必要だと思います。私の認識
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ですが，やはり作家さんは自分の想いを表現すると
ころが強いと思います。職人は隠し味的に少し自分
のオリジナリティ，自分の想いを乗せることはあり
ますが，基本的は注文に対して忠実に，それ以上にで
きればということです。商品としてつくり上げると
いう違いがあるかなと思います。
司会：使用する材料や道具，技術などには共通す
る部分があっても，職人さんと作家さんではモチ
ベーションもそうですし，受注の形態，技能の発揮の
形態も異なっていくということですね。木地師のお
仕事についてお伺いしますが，木地の場合は上に漆
が塗られたり，箔が押されたりすることも多くあり
ますので，木地自体が使い手の目に触れることが非
常に少ない工程になると思います。一方で，最も大切
な工程であって，木地のがたつきや欠損などがあり
ますと，結果として他の工程全てに影響していきま
す。分業制の中で非常に重要な工程ですが，小西さん
は木地師のお仕事をどのように捉えられていらっ
しゃいますか。
小西氏：木地の場合はかたちがそこで決まりま
す。例えば，元々の机の天板と脚の太さなどのいろん
なものはありますけれども，そのバランスが悪いも
のに後の工程でどんなにきれいに漆を塗って，蒔絵
を施していただいても，使う方にとっては使い勝手
も良くないし，見た目にもきれいな蒔絵をしてある
のにかたちが残念ということになり得ます。やはり
ものをつくるスタート地点の木地師としては，その
辺りに気を使って仕事をしています。
司会：「残るものをつくる」ことを意識された発言
がありましたけれども，その点についてはいかがお
考えでしょうか。
小西氏：仕事をしている中で新品をつくっている
だけではなく，修理，修復にも携わっております。そ
うしますと，昭和初期や，もっと遡ると江戸時代のも
のの修理に携わることもあります。いろいろと解体
したりしていきますと，その中でこの職人さんはす
ごく腕が良くて，修理する時のことも考えられてい
るな，勉強になるなというものもあれば，ちょっと
やっつけ仕事で誤魔化しているなという人のもあっ
たりします。あと，あんまり器用ではないなという方
のもあったりします。それが楽しかったりもするの
ですけれども，そうやって古いものを直すというこ
とは，今自分がつくったものも，将来そんなふうに未

来の職人さんに見られるのかなと思いますので，そ
の時にきっちりつくってあると思ってもらえるよう
なものをつくっていきたいなと心掛けております。
司会：後世の方に評価されてしまうという恐ろし
さも含んだお仕事でもあって，ある種それがやりが
いでもあるということですね。それでは，伝統工芸の
持続可能な未来へのチャレンジについてお話しいた
だけますでしょうか。
小西氏：チャレンジと言うと，常に新しいことを
求められるような気がするのですが，私は敢えて生
き残ることもひとつのチャレンジかなと思っていま
す。仏具の世界でも，お仏壇もいろんな変遷があっ
て，生活の様式が変わる中でデザインなどもいろい
ろと変化がありますけれども，お寺にしても同じで
す。最近はお堂が全て木造であるわけではなくて，鉄
筋コンクリート造りのお寺も増えています。今まで
は標準だった高さのものが少し高くなったり，今ま
では正座でお勤めされていたけれども，住職も椅子
に変えたいというようにいろいろと変わってきてい
ます。この仕事はなくならないと思っていますので，
その中でいかに自分が柔軟に変化に対応しつつも，
技術を上げて残していけるかにチャレンジしていき
たいなと思っています。
司会：まさに世間の様相に順応していく姿が工芸
の本質だと私は捉えているのですが，そういった中
でチャレンジしていく，続けていく，生き残っていく
という決意をいただきました。ありがとうございま
した。今回は四種類の工芸から合計六名の伝統工芸
士の方にご登壇いただきました。少しまとめさせて
いただきます。伝統と言いますと，変わらないものと
いう見方をされることもありますが，実は伝統であ
り続けられること自体が変わり続けられることであ
ると私は考えております。不易流行という言葉もあ
りますが，本質的には不変なものを持ちながら，社会
の変化の中で変わらずに続けていくために変えてい
くことができるものだからこそ，やはりずっと進化
し続けているわけです。大きな変化ではなくて，マイ
ナーチェンジを繰り返すことができる。逆にそれが
できなかったら続かないということですね。例えば，
平安時代の工芸，鎌倉時代の工芸，室町，安土桃山，
江戸というかたちで，それぞれの時代の様式に適し
たもの，地域に適したものができておりますので，そ
の意味ではずっとずっと変わり続けてきています。
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各時代に即して変わってきたということは，各時代
の担い手たちのチャレンジであって，時代への適応
力であったということです。それが伝統工芸を持続
させてきた経緯であって，今回お話をいただいた方
たちにも，持続可能な未来へのチャレンジに関する

ご意見を伺いましたけれども，やはり当代の担い手
たちの工夫や挑戦が，工芸を今の時代に引き継いで
きて，また次代へと引き継いでいくものであると言
えます。登壇者の皆さま，会場の皆さま，そして
WEBでお聞きの皆さま，ありがとうございました。


